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石川県原子力環境安全管理協議会 議事概要 

 

１．日  時：令和元年 10 月 17 日（木）13 時 30 分～14 時 51 分 

２．場  所：石川県庁 議会庁舎 1 階 大会議室 

３．出 席 者：委員 21 名、説明者、事務局他 

４．議事概要： 

（１）「志賀原子力発電所の運転状況等」について、北陸電力から説明があった。 

 

 

（２） 「志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書(案)(平成 30 年度年報)、

「志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書(案)(令和元年度第１報)(平

成 31 年４月～令和元年６月分)」、「志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告

書（案）(平成 30 年度第４報)(冬季)」、「志賀原子力発電所温排水影響調査結

果報告書（案）(平成 30 年度年報)」について､事務局から説明があり､協議会と

して承認された。 

 

 

（３）「原子力発電所に対する保安検査結果等」について、志賀原子力規制事務所から

説明があった。 

 

 

（４） 前回の議事概要について、事務局からホームページに公開している旨報告があ

った。  

 

 

（５）その他 

（議長）北陸電力として、保安検査方法が変更になることによって、どういう効果が

あると考えるのか。 

  （電力）新検査制度では、安全の重要度に応じて検査されることとなり、事業者活動

全般を自分たちの責任の下で実施することとなる。安全上あまり重要でない細

かいところは、事業者の内部でしっかりと是正していくという活動をやってい

くことで、事業者の安全性向上につながっていくものと考える。 

（委員）規制委員会から火山の噴火についての扱いが変わるという新聞記事があった

が、北陸電力では白山の噴火については、何か基準とか作っているのか。それ

とも、これから対応する考えなのか。 

（電力）新規制基準では、発電所から半径１６０ｋｍ圏内の火山について、評価をし

なさいという基準になっている。今のところ、白山から火砕流は届かないとい

う評価であり、あとは火山灰について、今までの評価でよいのか、それとも、

さらに上乗せする必要があるのかについては、今後検討していくこととした

い。 


